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＜青明舎登録者様情報交換＞

· 森田　清助様～夜間、お兄様から電話連絡があったと北病棟より情報あり。

5/3 18:50　森田清助様のお兄様より北病棟へ電話あり、本人からテレビが欲しい

が、お金が足りなくなってしまった為、テレビを買って持って来て
ほしいと電話があったとの事。出来ないと伝えるがしつこく要求して
来る状態の為、病院側からも本人へ強く注意をしてほしいとの事。

本日、青明舎スタッフが本人へ電話内容について確認。

「２月にケーズ電気に行ったらテレビが欲しくなり、10万円（テレビのアンテナ等の部品込み）のテレビを買った。テレビを買うまでパチンコにも行かず5万～6万円くらい貯金をしていたが、テレビを買った後、パチンコに行ってお金を使い、生活費も無くなり兄に電話して１万円借りた。生活保護のお金が降りるまで（6/1まで）１万円で生活する。」と話す。

月1万円での生活は困難な事を振り返るが、「今後は週５日デイケアに行って、無駄使いしないようにしたい」と話す。

⇒スタッフより今度大きな買い物をする際は、スタッフに相談するよう説明している。

⇒経済的状況がストレスとなり、病状悪化や自殺企図につながる方であるため、

最近の状況についてご家族へ確認する。

⇒金銭の使用状況については、本人の訴えだけではなくご家族へも確認を取っていく。

· 下妻　康貴様～ナイトケア利用時「パセリー菜では給料が安くてやっていけない」と話す。年金

6万円、給料3万円の計9万円で1ヶ月の生活をしているが、家計がギリギリの

状態である為、貯金を崩すこともあると話されている。現在の職場で就労時間を

拡大し給料が増えれば問題はないとのこと。職場は青明舎からの紹介だったとのことで、青明舎スタッフにも相談するよう説明。

青明舎からの情報
昨日、青明舎の相談室に来られ「十和田で職親やっている人の給料が良いって聞いたけど、俺が行くには遠いしなぁ」と話されるが、パセリー菜の給料が安くて困っていると相談することはない。

⇒青明舎スタッフが本人と話し合いの場を設け、本人の意向について確認する。

パセリー菜のパートの時間が増やせるようであれば拡大し、無理であれば他の働き場所を探していくことにする。

· 長瀬　紘一郎様～日曜日、鈴木恵美子様がアパートに遊びに来る事が多く、昨日も遊びに来られた

為、１つのパンを半分にして食べたと話される。

⇒以前お金のやり取りがあった為、引き続き、お金や物のやり取りに注意する

よう促していく。

· 柳町　信之様　～4/30入浴利用に来所されている。夕食の摂取を促すと、「食べていきます」と

承諾し、ナイトケアを利用する事が出来ている。今後も入浴時にナイトケア利用

を促すと、「毎週でもいいんですか？」と話されるため、利用して頂きたい事を説明している。

⇒引き続きナイトケアを利用できるよう促していく。

· 細越　定生　様～4/28お姉様より青明舎スタッフへ本人の様子がおかしいと連絡あり。青明舎

スタッフより外来に情報提供あり。青明舎スタッフへは、外来から訪問看護に

情報提供し本人宅へ行ってもらうよう依頼すると伝えていた。しかし、お姉様

から再度早く対応して欲しいと青明舎に連絡あり。外来が訪問看護へ連絡する

前に、青明舎から訪問看護へ直接情報提供した結果、訪問看護より青明舎で対応

するよう言われ、本人宅へは青明舎スタッフが行く事となった。

⇒窓口を１つにしなかった為、情報が錯乱した。今後は、情報が錯乱しない為

にも関係機関会議を実施し、誰がどのような対応をするのか明確にし、連携を図っていく。

青明舎の相談所について

· 5/1から開設しているが、活動室としての利用は困難である為、相談受け付け場所としている。

· 24時間対応の電話番号は080―1804－3500。こころすこやか財団の固定電話の番号は、27－7094。青明舎のPHSが繋がらない場合、先に記載した２つの番号のどちらかに電話しても良い。

＜デイナイトケア事例検討＞

其田　淑子様（71）統合失調症

デイナイトケア利用年数：７年２ヶ月

デイナイトケア利用率　：50～80％

検討内容今後の対応について

最近の様子

・「腿が痛いからデイナイトケアには行けない」と話し、欠席すること多い。

・「腿が痛いけど兄の所に行って来た」と話すこともある。

・塗り薬が処方され使用しているが、良くならないとのこと。

・痛風の薬を服用している為、腰痛の為の痛み止めは服用していない。

・小遣い帳をつけており、デイナイトケアスタッフが確認している。ジュースやタクシー代、“ぱぱっとライス”にお金を使っていることが多い。

・３０万円の定期を崩したままであり、そのお金から６千円使用している。現在、定額給付金のお金を足し、再度３０万円の定期を組むよう担当スタッフと相談し決めている。

・グループホームでは、特定メンバーと仲が良く、いつも協力し食事を作り、一緒に食べている。

・青明舎スタッフに入院したいと相談あり。スタッフの説明に対しても理解しようとする姿勢が見られない為、担当医に相談するよう促している。

今後の対応

・デイナイトケアでは金銭面について確認、振り返りをし青明舎スタッフへ情報提供していく。

・体重のコントロール・食事の指導を行い、動く事の動機づけを行っていく。

＜連絡事項＞

・職員用玄関の下駄箱№132番の使用者を確認中。使用しているスタッフは庶務に連絡すること。

・5/7までに経過連絡表を作成しSGM・JGMへ報告すること。

・5/7　15:30監査最終打ち合わせあり。参加者：下舘SGM、山田TOL

・5/8　15:30食事提供サービス委員会あり。

＜利用者様情報＞

· 板橋　利美様～本日、初めて青陽館の浴室を利用している。１時間半入浴しており青山荘の風呂は

狭い為、浴槽を利用することが出来ないと話している。又、体も流す程度にしか

洗えていないとの事だが、「ここの（青陽館）風呂は広いから床に座り２回体を

洗い、湯船にも入った」と話される。

⇒今後も青陽館の入浴利用を促していく。

· 今野　容子様～昼食事、不機嫌になることあったが、後から「さっきはごめん」と、自分の行動に

ついて振り返り、誤る事出来ている。

· 島浦　美千男様～スタッフが見ていない隙に味噌汁をおかわりし摂取されている。塩分の過剰摂取

になる為、規定量を摂取するようスタッフより説明している。










